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足を洗うまで（ヨハネ13:9-10）
ある教会の牧師が、人間的な基準で言ったときに、取り返しのつかない大きなミスを犯してしまいました。教会では黙っていたのですが、牧師自身が自分の良心に耐えられなくて辞表を出しました。教会の役員の方々は、「そこまでしなくてもいいですよ」とお話ししましたけれども、牧師は到底、自分で自分のことを許すことができないということで辞表をだして教会を辞めてしまいました。あとから噂で話が聞こえてきたのは、牧師まで辞めて、最終的には廃人のような人になり、そういう人生を送っていたということがあります。もちろん取り返しのつかないミス、大きな過ちによってそうなるしかないのではないか。残念だけれども仕方ないのではないかと思う人もいるでしょう。他に方法はなかったのだろうかと疑問を持つクリスチャンもいるかもしれません。

クリスチャンの私たちは牧師でも信徒でも関係なく、クリスチャンである以上、いままでとは違う神から与えられている聖なる目的、生きる聖なる理由があります。それはだれも真似できないし、そして、いのちにも代えられない尊い人のたましいを生かす、また、暗やみの勢力を打ち破って光の神の国が臨まれるようにする尊い聖なる目的なのです。そのために、それらのすべては加えて与えられるし、どんな険しい道であっても勝利を主が約束していらっしゃるわけです。しかし、サタンは、これが自分にとって最高のダメージになるとよく分かっているので、それを妨げようとしています。ただそのサタンの妨げのやり方というのが非常に巧妙なので、クリスチャンの方々がついつい引っかかってしまうことがあります。その中で特にサタンは、クリスチャンひとりひとりの、それが牧師であれ一般信徒であれ、それぞれ抱えている弱さというものがあり、その弱さのゆえに過ちを犯したりミスを犯したり、あるいは失敗をするときがあります。そういったものをとおして聖なる目的、聖なる生きる理由をもって、堂々と次元の違う人生を生きることを邪魔するのです。
しかし、クリスチャンは、このように心の中で固く決心しなければいけません。どんな事情であれ、どんな理由であれ、この聖なる道を歩むことを妨げられたり、邪魔されたり、また、後ろに後退したりあきらめてはいけないものだと。たとえ弱さのゆえにミスを犯したことがあり、人から評価したときには、取り返しのつかないことなのかもしれません。けれども、それがクリスチャンとして世の中の人とは次元がまったく違う証人としての人生、永遠の天国に向かって消えない希望を抱いて、いままでとは違う、また世の中の人とは全く価値が違う伝道者としての人生を邪魔されてはいけないということを、まず冒頭でひとりひとり心に刻み込んでいただきたいと願います。そういう意味で、イエス様が教えられた主の祈りの中にもそのようなことが示されています。できるだけ試みにあわないように、罪を犯したりミスを犯したりしないようにと祈りながら、人間なのでわざとミスを犯したり、喜んで進んで志願して過ちを犯したりする必要もないし、それはおかしいことなのです。しかし、人間が肉体を抱えてこの地上にいる間には、弱さのゆえにミスを犯すことがあるわけです。罪を犯すこともあります。そのときにそのまま試みにあって悪に縛られているままであってはいけない。だから、悪からお救いくださいとお祈りするわけです。もしもミスがあった場合、何かをしでかした場合には、そこにずっと捕らわれて進むべき道を邪魔されてはいけない。早くそこから出てきなさい。それが主の祈りです。そういう弱さ、過ちなどのときに、クリスチャンの私たちはどのようにそれを扱い、また対処すればいいでしょうか。

そのためにイエス様が、今日の聖書の箇所からそれをよく私たちに教えていらっしゃいます。もうまもなく十字架に引き渡される直前のときです。非情な思いで弟子たちと最後の晩餐を守られているときに、いきなりイエス様がタオルを腰に巻いて、たらいで弟子たちの汚れている足を洗い始めました。弟子たちはびっくりして固まって何も言えなくなっていました。それでペテロの番になりました。その中では、それでもペテロがいちばん偉い人間だったので口を開きました。「イエス様、これはだめですよ。私たちがイエス様の足を洗うというのが筋であって、イエス様が私たちの足を洗うなんてありえません」と断ると、イエス様が「もしあなたの足を洗わないのであれば、あなたと私は何も関係ないのだよ」とおっしゃったのです。するとペテロが「そういうことだったら足だけではなくて、手も頭も全部洗ってください」と言いました。信仰の聖なる欲が強い人間だったからです。そのときにイエス様がおっしゃいました。「みことばによって清められている人は、足を洗うだけで十分なのだよ。あなたがたは、わたしのことばによって、つまり、福音によって全身清められているよ。もうすでに全身清い人間なのだよ。だから、足を洗うだけで十分なのだよ」と。前にも申し上げましたように、全身清められた中で足は除いてということはありません。全身の中に足までも全部入っているのです。けれども、足がまた汚れるかのようなことがしばしばおこるのです。そのときにイエス様が弟子たちの足を、その汚れる足までも洗ってくださる方なのだということです。それに対して13章のいちばん最初のところに、日本語の聖書では、イエス様がご自分の愛を残ることなく示されたと言われています。他の聖書の訳には、イエス様が最後の最後まで愛を示されたとあります。イエス様の愛がどんなものなのかを、汚れた弟子たちの足を洗うことで示されたということです。イエス様の愛は、私たちが考えているような水準の愛ではありません。足が汚れて過ちを犯してミスを犯して、まるで足が汚れるかのようなことが、私たちの残りの人生にしばしば起こるわけなのですが、それまでもイエス様は放っておかないで愛をもってすべて洗ってくださる方なのだということを示されました。イエス様の愛は無限であり、終わりがないし、代わりもないし、ずっと続くものなのです。ここまでであってこれ以上の問題は、これより大きな罪に対しては、ここまでは許されないだろうというものはありません。イエス様はこれから十字架に引き渡されて弟子たちが残るようになります。もちろん聖霊をとおして伴われるようになりますが、彼らが世に残る理由をイエス様ご自身がいちばんよくご存知であるし、イエス様がこのように表現されました。父がわたしを世に遣わしたように、同じレベルで、同じ目的で、彼らもわたしが世に遣わします。わたしが世に来て行っていた天の御国の福音を宣べ伝えて、悪霊を追い出し、病人をいやし、暗やみの力にとらわれているたましいを助けたのと同じ働きを彼らがこれからやります。彼らはいままでと違うし、そこら中の人種とは違うものなのです。そのために引っかかってはいけないものが、もう一度申し上げます。わざと悪いことをするというのは、言語道断です。しかし、弱さのゆえに罪を犯したり、ミスを犯したり、過ちを犯すことはありうることなのです。しかし、それにも引っかかって、父がイエス様を世に遣わされたのと同じ理由でこの世に遣わされているクリスチャンの理由、クリスチャンのこの世を生きる目的、それを邪魔されてはいけない。そういう意味なのです。それでイエス様はタオルを巻いて、最後の晩餐のときに、弟子たちの汚れた足を洗ってくださったのです。これがイエス様の愛です。私たちが自分の弱さや自分のミスや自分の過ち、ときには人間の評価で考えたときに、取り返しのつかない過ちを犯す場合もあります。どうすればいいでしょうか。

先ほどの牧師のように、ものすごく良心的な人間だったかもしれません。自分の良心に訴えるのでしょうか。そうすると最終的には滅びるわけです。世の中では称賛されるかもしれませんが、それは罪やミスを処理する方法ではないし偉いわけでもないし、世の中を生きる知恵でもありません。目に見えるものがすべてではなく、霊的な世界、霊的な事実があるということを一瞬たりとも忘れてはいけません。ですから、何かがあったとき、周りから法律や道徳や倫理から見たときに何と言われようが、そのように言われるような何かをしでかしたときに、私たちは自分で何かをする以前に、まずは、揺れることのない、変わることのない救いの確信の上に立たなければいけません。先ほども申し上げましたように、私たちはミスを犯したり、弱さを抱えているのにもかかわらず、もうすでにそれ以前にイエス・キリストの血潮によって全身清められている清いものなのです。そこを忘れてはいけません。むしろだからこそそちらの方に戻らないといけません。それは昔学習していた入門の勉強の内容ではありません。揺れることのない救いの確信の上に立たないといけません。今日の10節にも書いてあるように、全身清められているだけではなくて、すでにヘブル10：14、永遠に全うされ、永遠に清められているものなのです。途中でそれが取り消されて、また汚れが付いたりすることはありえません。私たちのミスや過ちは、全身清められた救いのわざに傷をつけられるようなものは一切ありません。ですから、普通の人間が、他のルールや道徳の基準から見たときには、「あれずうずうしいな。あれとんでもないな」と言われるかもしれませんが、耳をふさいで私たちは揺れることのない全身清いものなのです。しかもすでに永遠にです。パウロが自分の葛藤、自分の弱さなどを、「この死の体」と表現するほど葛藤を持っていました。しかし、このようにすぐに救いの確信の上に立つわけです。ローマ8：1、もう二度と罪に定められることはありません。弱さがあることは否定しません。しかし、それが罪に定められることにはなりません。死と罪の原理から解放されていて、つまり、これはもう救われて全身清められたすばらしい救いなのです。それは「この死の体」と表現するしかない自分の弱さやどんなミスなのか分かりませんが、それによって取り消されるものではない、取り消し不可能という意味なのです。この救いの確信の上に立たないといけません。すでに清められて、すでに古いものは過ぎ去り、新しい存在に作りかえられました。Ⅱコリント5：17。古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなった。どのようにでしょうか。ガラテヤ2：20。イエス様を信じたその瞬間、ミスを犯す以前に救われたその瞬間、この罪によって傷つけられるしかない、滅びるしかない自分は十字架とともにもう死んで無くなって存在しません。すでに新しくなりました。ヨハネ3：3には、それを新しく生まれたと表現しています。前にも申し上げましたように、新しく生まれるためには、一度死んで存在が消えないと成り立たない表現なのです。イエス様を信じて救われたというのは、新しく生まれたことなのです。すでに新しいものであり、そして、すでに保証されているものなのです。それが揺れることのない救いの確信なのです。すでにあなたがたは聖霊が宿る神の神殿であることがわかっていないのか。ただ言葉で約束するのではなくて、絶対変わらないように取り消されることがないように聖霊様を保証として、内側に入れられることになりました。保証です。あなたは絶対滅びることがないという保証です。それをエペソ1：13には、聖霊をとおしてもう判子が押されている、証印が押されているとあります。証明の判子が消えないように焼印のように押されているものなのです。だから、いつ死んでも天国に迎え入れられるというのは言うまでもありません。天の御国の国籍がすでに与えられています。すでに全身清められ、すでに新しく作りかえられ、すでに保証されているもの、これは私たちのミスによって変えられないものなのです。だから、永遠のいのちと言います。この救いの祝福の確信の上にずうずうしく歯を食いしばってでも、感情やいままでのルールや良心、道徳、倫理、人の声、自分の良心の声など全部塞いで、信仰によってこの上に立たないといけません。そうでないとやられます。あの牧師のように。それはある意味、高慢なのです。良心的ではありません。サタンの存在もまったくわかっていないことでしょう。自分の過ちを自分の良心で自分の意志で処理できると勘違いしていることではないでしょうか。それがだめなので、それでは悪魔の悪巧みには勝てないので、イエス様はそれまで私が責任を負うよとおっしゃっているわけです。

そして、根本的に救いの確信の上に立って、それからは、足の汚れも洗ってくださる、つまり、ずっと続く恵みの中に入っていかないといけません。私たちが一生懸命、信仰生活をしているときだけではなくて、ミスを犯して、過ちを犯して、弱さのゆえに悩んでいるそのときでもずっと続く、そして、ずっと同じ原理で扱っていらっしゃる恵みの原理の中に入っていかなければいけません。世の中の人はまったく理解できないお話しなのです。ずっと続く恵みの中に入って行くことです。それで弱さ、犯してしまった過ち、それが大きいか小さいかは人間の評価であって、霊的に考えたときには同じものなのです。ですから、その弱さとミスや過ちは、良心や道徳や様々な訴えがあるでしょうけれども、全部取り消しになりました。全身清められたイエス様が血を流されて、私たちを清められた完ぺきなその愛はいまも健在です。いまもずっと続いているのです。それを告白しないといけません。だから、良心的な人こそとても気を付けないといけません。危ないのです。義人は良心によってではなくて、信仰によって生きるわけです。悪魔がいなければ、霊的な世界がなければ、良心によってそれが通じるかもしれません。私たちは知っています。ですから、そういったものではなくて、いまもずっとその愛が続いています。変わりません。だからこそその愛が必要なのです。足の汚れまでも洗ってくださる愛が。

冒頭で申し上げましたように、この足を洗う場面のいちばん最初の方に、愛を残さずにずっとずっと最後の最後まで愛してくださったその愛、足の汚れまでも全部洗ってくださるその愛に頼らないといけません。ヨハネ21：15を見ると、イエス様の目の前で三度も否定してしまいました。これは取り返しのつかない過ちではないでしょうか。そのペテロを訪ねて来て、イエス様が問いかけるわけです。「いまでも私のことを愛しているのか」。それは愛を試しているのではなく、わたしがおまえのことを永遠に変わらない愛をもって愛してくださったキリストだということをいまだに信じているのかという問いかけなのです。ペテロの過ち、大きなミスに対して、イエス様は他の何かをぶつけたことはありません。これだけです。いまもずっと続くその愛、この愛をぶつけることによって、これに頼りなさい。これしか解決の道はありませんよ。これしか希望はありませんよ。ローマ8：32-33を見ると、私たちがまだ罪人であったときに、ひとり子を惜しまずに十字架に引き渡された方が、ましてやいま神の子どもになっている私たちに、なぜすべていいものを恵んでくださらないでしょうか。いまミスを犯したからといって、そのミスどころではなくて地獄の子どもだったときに恵みを与えられた方が、神の子どもとして足が汚れるようなことがあるからといって、なぜ愛が覚めて愛が消えていくのでしょうかという話なのです。それは論理的にも合わないのでないのかと。その次の33節を見ると、だから、だれが私たちのことを訴えることができるのか。だれもできません。それは訴えられるようなことがあったということでしょう。普通に考えると、訴えられるようなことがあったにもかかわらず、だれも私たちのことを訴えることができない。なぜならキリストがそこまで背負って担っていらっしゃるわけです。それがキリストの愛です。足を洗うまで私たちのことを愛していらっしゃる方なのです。それでパウロは言います。ローマ5：2、私たちは信仰においてこの恵みに入れられるようになりました。恵みの世界にもう入れられているわけです。ローマ5：21には、恵みが支配する世界とあります。これは誤解すると、ああ、そうか。どんなに罪を犯しても結局、恵みが勝つのだから犯した方がいいのではないか。恵みの威力が発揮できるからという論理を展開する者がいたのです。それは言語道断です。本当に聖霊がともにおられるものはそうなりません。しかし、あらゆる理由によって罪を犯したり、弱さのゆえに倒れるときもあります。しかし、それが恵みに勝つことはできないわけです。それが恵みが支配するという意味です。恵みが王という意味です。そういう世界なのです。救われたクリスチャンの世界というものは。イエス様のこの愛が、恵みがずっと続くわけです。皆さんの弱さ、皆さんの過ち、それによって皆さんがだめにならないように、それにはるかにまさる恵みが覆っているということを忘れてはいけません。いまもずっと続くこの愛、この恵みに入らずに、先ほども申し上げましたように、他の何かを求めて、他の何かに訴えたり、他の何かのところに行くとそこは滅びなのです。良心に訴えたり、道徳に訴えたり、律法に訴えたりすることは、偉そうに見えるかもしれませんが、勘違い中の勘違いです。ある人は先ほど救いの大きな祝福を言われて、自分が弱さを抱えて、倒れる、ミスを犯す、それと一致できないので、こんなに救われたのになぜ私はこういうことをするのか。私はだめなのだねという方向に行く人がいます。ありうる話のようですが、それは違います。あるいは、こんなにもすばらしい祝福を受けたのに、何でこんなことをしてしまうのか。私は本当は救われていないのではないかと疑う方向に行ったりするクリスチャンもいます。それは全部、良心に常識にルールに訴えるからです。それはこの社会生活のために必要なものかもしれませんが、皆さんの足が汚れたときに役に立つものではありません。逆に皆さんの首を絞めてくるようなものなのです。ひとつしかありません。いまも変わらずに、ずっと続く足の汚れまで洗ってくださるイエス・キリストの愛なのです。そこ以外には見向きもしないように。そこだけが頼りなのです。

ですから、私たちはいつまでたってもなにがあっても徹底的に恵みの人間として生きていかないといけません。恵みの人間というのは、徹底的に自分自身を否定することです。自分のことを否定することです。自分の良心がああだ、こうだとか、昔このように習ってきたのだからという自分を否定して、キリストOnly、イエスOnly、これが恵みの人です。そうすると残るのは、疑問も感情も偉そうな高慢も、あるいは落胆も何もありません。ひとつだけ感謝しか残りません。これが徹底的に恵みの人なのです。それ以外には、私たちは弱さのゆえにしでかすことがあるものなのです。それに勝つ方法はありません。なんと感謝でしょうか。もしも私たちがそれを担ってどうにかしようとなったら。あなたがたはもう救われたのだからこれからは自分の足の汚れくらいは自分でどうにかしなさいと言われると、先ほどの牧師みたいになるしかないものなのに、それまでも洗ってくださるとおっしゃっているのです。いったいイエス様の愛はどんな愛なのでしょうか。ずっと続くイエス様の愛、それが私たちの頼りなのです。偉そうに余計な動きをしたり、余計なことを考えないようにしましょう。

皆さん心に留めましょう。イエス様は自分のことを最後の最後までどんな状況があろうがずっとずっと愛していらっしゃる方だ。これを告白しましょう。自分の足の汚れまでも洗ってくださるイエス様に皆さんのすべてを全部任せることです。そして、皆さんの弱さによって足を引っ張られずに、皆さんが歩くべき聖なる道、証人としての道、大統領でも国会議員もお医者さんも総理も芸術家も芸能人もなすことができない伝道者としての道を堂々と突き進んでいただきたいと思います。できるかできないかという次元の話ではありません。祈ってください。そのために皆さんは生きているわけですから。

それから、自分自身に対しても教会の中で互いに愛の戒め以外には私たちに戒めがあってはいけません。ですから、イエス様が、この場面でおっしゃいました。死刑と言われるわたしがあなたがたの足を洗った。あなたがたも互いに足を洗いなさいとおっしゃいます。互いに足を洗うというのは、イエス様がその足の汚れまで洗ってくださるそのイエス様の前に互いに出る、それ以外には他人のミス、他人の過ちに対しても方法がありません。

最後にもう一度牧師のお話をして終わりにしたいと思います。タラッパンの中の牧師です。結構有名な人です。詳しい事情は分かりません。その牧師はお酒が止められないという病気の状態でした。それでその牧師もこれ以上迷惑をかけてはいけないと辞表を出しました。そのときに教会の方々がどのように決めたのかというと、「先生、いろいろありうると思います。これは遠慮しておきます。先生、釜山のいやしのセンターに行かれて、何カ月でもいいからゆっくりと治して戻って、また私たちを教えてください」と話しました。その話を聞いて、驚きました。やはりタラッパンはタラッパンだなと。どこがどう違うのでしょうか。なにが私たちの弱さに対する答えなのでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。地獄に陥っていた私たちを不思議な恵みによって、イエス・キリストのあがないの血潮によって、全身清められ、永遠に清められ、しかもいま現在も足が汚れるような様々なことがあるにもかかわらず、それまでも洗ってくださる、そこがずっと続いて変わらない愛それだけが私の頼りです。余計な意地っ張りになったり、あるいは良心に訴えたりするような過ちを犯さずに、いつまでたってもイエス様のずっと続く足の汚れまで洗ってくださるその愛に頼ることができる兄弟姉妹になるように。それでいつまでたっても感謝とともにイエス様の御名を、その神の愛をほめたたえるひとりひとりであることを心からお祈りします。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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